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デザイン／ミドリノクマ

AMU-747 アニマルがま口（くま・うさぎ・ねこ）
☆でき上がり寸法　幅約9.5cm、深さ約9cm(耳含まず)
☆使用糸　　　ピッコロ（25g玉巻）
 　　　　　

☆副資材　　　編みつける口金（くし形）AB（H207-022-4）アンティーク C（H207-022-2）銀・・・各1組
☆使用針　　   ハマナカアミアミ片かぎ針4/0号
　　　　　　   毛糸とじ針（H250-706）6本1組

生成り（No.2）
使用量A
0.7玉

こげ茶（No.17）
ブライトオレンジ（No.51）
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こげ茶（No.17）
こげ茶（No.17）

C

生成り（No.2） 少々

この作品はレシピ2枚です（2-1）

〈編み方〉
糸は1本どりで、図のように編みます。
わの作り目で編み始め、各パーツを編みます。
本体の指定位置をとじ合わせます。
縁編みは口金も一緒に拾いながら編みます。
各パーツをとじつけて仕上げます。

☆★

◎
口金をひろげて
上から見た図

〈口金の拾い位置〉

◎

縁編み
拾い始め位置

編み地の向こう側に
口金を置き、一緒に拾う

口金

〈口金の拾い方〉

蝶番部分は
編み地のみ拾い
口金には編み
つけない

<２０20A/W>

約9ｃ

約9.5ｃ

編み始めこげ茶

こげ茶

白

アルファベットの横は刺しゅう糸の色
指定以外は共通

目・鼻：サテンステッチ

口：ストレートステッチ

耳をとじつける

でき上がり図
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縁編み
拾い始め位置

ひげ：ストレートステッチ

口・鼻：
フライステッチ
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耳のとじつけ方

残しておいた糸で編み終わり側を
平らにしてとじる
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B うさぎ耳（2枚）ブライトオレンジ

本体の組み立て方

C ねこ耳（2枚）こげ茶

本体（2枚）A生成りBブライトオレンジCこげ茶
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◆同士を
とじ合わせる

糸を長めに残しておき
本体にとじつける

糸を長めに残しておき
本体にとじつける

糸を長めに残しておき
本体にとじつける

＝細編み

＝細編み2目編み入れる

＝引き抜き編み

細編み 27目28段が
10cm角
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AMU-747（2-2）
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